　第２部　オセアニア（世界一周達成）＆東南アジア＆日本帰国


＜オセアニア（世界一周達成）

　　　　＆東南アジア＆日本帰国＞　

　予定より１０時間遅れで離陸した飛行機は、２フライト分の乗客を１つの便にまとめたためか満席状態で、ロス・アンゼルス－シドニー間という、太平洋を対角線に横切る１４時間４０分という長距離のフライトではかなり精神的にも肉体的にもこたえました。

　さすがにその飛行機の中では、大勢の人がエコノミー症候群予防のためか、通路を動物のように歩き回り、体にかかる負担をほぐしていました。

　９／２６はフライト中で日付変更線を越えるために空白の１日となり、シドニー到着は９／２７の早朝６：１５でした。

　シドニー出発は１０／２予定のため、アメリカで後半急いで移動したのに比べるとゆっくりと過ごすことができます。アメリカよりも物価の安いシドニーでは中華料理のフードコート（食堂街）に足繁く通ってアメリカで疲れ切った胃腸（ファーストフードを頻繁に食べていた）を調えるようにしました。

　まもなく昨年の１０月にスタートした世界一周旅行は終わりを告げようとしています。ここオーストラリアの後にニュージーランド入りした時点で、地球を１周したことになるのです。

　ニュージーランドの出入国検査で止められないように、ニュージーランドの旅行会社に依頼してオーストラリアの大使館宛に郵送してもらっておいた、ニュージーランド＝日本間（マレーシア経由）の飛行機のチケットをしっかりと大使館で受け取りましたので準備は万端です。（受け取る時には大使館の係員に「事前に連絡をしてくれ」と注意をされましたが…）あとは１０／２まで観光をして時を待つのみです。　

　市内観光の定番コースのハーバーブリッジ、ダーリングハーバー、オペラハウス、ロックスなどを回ったりショッピングセンター巡りをしたりしてようやく？１０／２を迎えました。

　シドニー発は１９：１０です、そしてニュージーランドのオークランド着は深夜の０：３０でした。何という不便な時間帯でしょう、しかしこの路線は人気路線のために、先月カンタス航空にスケジュールの変更をしたときにはその時間しか空席が空いていませんでした。

　シドニーを定刻に離陸した飛行機は閑散としたオークランド国際空港に着陸しました。

　早く空港内の寝心地のいいベンチを確保して、世界一周達成の喜びに浸りたかったのですが、空港の出入国検査の際に荷物検査をじっくりされる羽目になってしまいました。

　それは今までで１番入念な検査だったのでとても印象に残っています。最終便だったせいもあるのでしょうが、他に荷物検査を待つ人がいない状況で、荷物をバックパックの中から全て出して個々の品物についての詳細な説明を求められました。それがおよそ３０分ぐらいかけて延々と行われたのです。この検査はイスラエルの入国審査よりも厳しいものでした。

　ニュージーランドはそのような検査には余り力を入れていないものだと思っていたので、あまりのギャップに驚かされました。

　後から思えばそれもパスポートに押されたスタンプの数、ひげを生やした風貌、その係官の「今日はどこに泊まるのか？」という最初の質問に「この空港で」と答えてしまったので、時間をかけて調べても問題ないと思わせてしまったのかもしれません。

　長い入国審査を無事に終えて、この国への入国を許可されたので夜は空港内滑走路が見渡せる展望デッキの椅子の上で世界一周達成のお祝いをしました。といっても売店やレストランは深夜のために全て閉まっており、アルコールや豪華な食事で祝杯をあげることはできなかったのですが…。

　その晩はすぐに椅子の上にシュラフを広げて、深い眠りへと就きました。確かに世界一周をしたとはいえ、ここはまだ外国なのでもう少しの間緊張は続くことになるのですから、睡眠は確実に取っておかなければなりません。

　翌日の１３：４０発の便でマレーシアのクアラルンプールに向かうことになっています。翌日には、ニュージーランドで１年以上前に知り合った日本人の女性と、メールでやり取りをして空港で会う約束をしていたため、約束の時間にオークランド市内から空港まで駆けつけてきてくれました。

　久しぶりの対面を果たし、出発まで空港内のレストランでお互いの近況報告をして昔話に花を咲かせました。また数冊たまったアルバムを見て感動をしてくれていました。

　彼女とはニュージーランド南島のゴールデン湾という観光地にあるバッパ－に泊まったときに仲良くなりました。その宿で自分はスペインのバルセロナで盗られた電子辞書と同じものを取られていたのです。（何度も盗られる自分の管理体制にも問題があるのでしょうが…）その時に一緒に宿の中を捜してくれたので良く覚えていたのです。

　その後もオークランドで偶然出会い、一緒にカジノを楽しんだりしました。出会った頃は観光ビザで入国していたのですが、ニュージーの素晴らしさにはまって、その後ワーホリビザを取得して再びやってきていたのでした。

　思い出話は尽きなかったのですが、別れを惜しみながら１０／３定刻通りにオークランドよりマレーシアの首都クアラルンプールへと向かいました。

　クアラルンプールでは本当に詐欺の犯罪グループが大勢いました。あまりの多さにあきれ果てたほどです。チャイナタウンのそばのマクドナルドで一人でいると、必ず日本語もしくは英語で話し掛けてきます。そのほとんどが「身内が日本に行っている」などというアプローチから始まって、「もっと話がしたい」、「宿の部屋番号を教えてくれ」だのと進んでいき、変な物を買わせたり、イカサマ賭博にはめたりといった方向に進んでいくようです。これらの類の犯罪は東南アジア全域で発生しているようで、断ることができない日本人が良いカモになっているのでしょう。

　クアラルンプールでは本当に久しぶりにアジアのニオイを満喫しまくって、屋台街に繰り出したり、日本帰国のために写真の現像や、アルバムの製作などをして１０／６のクアラルンプール１１：００発のマレーシア航空９２便で予定より２時間遅れの１９：００に友人が待つ成田空港に無事に到着しました。

　見慣れた顔を空港の到着ロビーで発見したときに、ようやくこの世界一周の旅が無事に終わりを告げました。

  ＜９／２６～1０／６間の出金明細＞

　　　　　１Ａ＄（オーストラリアドル）＝約６５円　　

　　　　　１Ｎ＄（ニュージーランドドル）＝約５３円

　　　　　１ＲＭ（マレーシアリンギッド）＝約３２円

９／２６……０　　

　　２７……食事１３，５Ａ＄　　テレカ１０Ａ＄　　写真１０９Ａ＄　　

　　　　　　列車１０，９Ａ＄　　宿１９，８Ａ＄　切手＆ポストカード６Ａ＄

　　２８……食事１３，１Ａ＄　　写真３１Ａ＄　　宿１９，８Ａ＄　　

　　２９……アルバム１２Ａ＄　　宿２２Ａ＄　　洗濯６Ａ＄　　食事１５Ａ＄

　　３０……宿２２Ａ＄　　食事１２Ａ＄　　

１０／１……お土産５０Ａ＄　　宿２２Ａ＄　　食事１５，５Ａ＄　　

　　　２……エアポートバス８Ａ＄　　メール１Ａ＄　　TEL１Ａ＄　

　　　　　　散髪７Ａ＄　　ロッカー２Ａ＄　　食事６，６Ａ＄

　　　３……エアポートバス２５ＲＭ　　宿３３ＲＭ　　雑費２３Ｎ＄

　　　　　　ニュージー出国税２２Ｎ＄　　ポストカード＆切手１５Ｎ＄

　　　４……洋服５３ＲＭ　　食事３２，２ＲＭ　　切手６ＲＭ　　宿３３ＲＭ

　　　　　　ポストカード７，２ＲＭ　　

　　　５……写真２７ＲＭ　　宿３３ＲＭ　　食事１８，５ＲＭ　　

　　　　　　地下鉄２，８ＲＭ

　　　６……タクシー１５ＲＭ　　バス２０ＲＭ
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